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要約 
利水工学研究室の赤土流出研究は名誉教授吉永安俊先生の

取組みに端を発している．本報告では，その当時から今日に至るま

での赤土流出を研究する取組みを紹介した． 

⾚⼟流出の姿を理解する取組み 
1972 年の本土復帰を契機とした農業地域の土地改良工事の

活発化に伴い，降雨時に農地土壌が侵食され，赤土粒子が周辺

の水域へ流出し，河川や海は濁り，景観が損なわれ，水質汚濁が

進んだ．この赤土流出問題を解決すべく，土地改良地区を含んだ

農業地域において赤土流出を観測し，現象の理解を深めた．1, 2) 

⾚⼟流出防⽌対策の⾏政施策を⽀える取組み 
1990 年代中頃，行政機関と連携し，観測から得られた理解 1-4)を

基礎にして対策施設の設計指針 5)の作成に関わり，地域貢献活動

を行った．また，沖縄県赤土等流出防止条例の施行を背景にした

営農地域における赤土対策の今後を考察した．6) 

⾚⼟流出の物理を記述する取組み 
1990年代中頃以降，赤土流出の物理を記述し，数理モデルを編

み出す取組み 7-8)を進めてきた．数理モデルの解は経験的な許容

精度の範囲内で農業地域の赤土流出を捉えている．ある数理モ

デルの予測性能を高める取組み 9-10)を今も続けている． 

⾚⼟流出防⽌対策を研究する取組み 
1990 年代中頃以降今日に至るまで，対策効果を研究 2, 11-12)し，

新技術を研究開発 13-15)している． 
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